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遷移金属複合酸化物を利用した
二次電池
高い容量を確保し、マグネシウムまたはリチウム
カチオンを挿入・脱離することが可能

近年、二次電池の小型化および高容量化が望まれている。そこで、マ
グネシウム化合物を正極活物質として含有する非水電解質電池などが
提案されている。しかし、これよりもさらに高い容量を確保することができ
る新たな二次電池が求められている。
本発明によって、高い容量を確保することができる新たな二次電池と、

これに用いる正極活物質および正極を提供することが可能になった。本
発明は、金属マグネシウム、金属リチウムまたはマグネシウムリチウム合金
を含有する負極と、正極活物質を含む正極を備え、放電終了時におい
て、正極活物質が岩塩構造を有する遷移金属複合酸化物を含有して
いることを特徴とする。この岩塩型遷移金属複合酸化物は、カチオンの
脱離および挿入に伴って構造相転移を起こし、放電終了時には岩塩
構造、満充電時にはスピネル構造を有する。したがって、岩塩型遷移金
属複合酸化物を正極活物質として用いることにより、二次電池の高い
容量を確保することができる。

概要

 航空機、ハイブリッド車、電気自動車などの輸送機器用の二次電池
 モバイル機器用の二次電池
 電力の貯蔵用の二次電池
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充放電特性 例：マグネシウムコバルト複合酸化物

応用例 関連文献
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(a)(b)： マグネシウムカチオンの挿入
(c)(d)： マグネシウムカチオンの脱離

正極活物質：MgMn2O4
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